
１.緒言

高等教育における ICT(Information and
 

Communication Technology)化の動きの中で,現

在,多くの大学がe-Learningの導入を進めている

が,家政学の分野での導入率は低く,被服の分野で

十分機能しているとは言い難い。被服の分野でICT

化が進み難い状況にあるのは,主として次の２つの

課題があるといえる。

第１の課題は,実習という作業をわかりやすく表

現し難い点にある。実習は,体の動きや感覚も含め

たものづくりであり,基礎となる正しい知識の習得

とともに,技術の体得が必要となる。これをわかり

やすく表現するには,必要な視覚情報を適切に組み

合わせたアルゴリズムの構築が必要であり ,ま

た,関連する情報への速やかなリンクとアクセスの

容易さも重要になる。
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